
「ペポカボチャの果肉を活用したいという思いと、民間業者の北海道産食材を

活用したお菓子づくりへの熱い思いとのマッチングから『ペポたると』が生まれ

ました。ペポカボチャの果肉と雪化粧をミックスした餡
あん

をタルト生地にのせ、焼

き上げ、種をトッピングしたお菓子です。やわらかい触感と南瓜の甘さ、タルト

生地の香ばしさが口の中に広がります。」「札幌駅北口の『どさんこプラザ札幌店』や新千歳空港などで取

り扱っていますので、北海道土産として、ぜひお買い求めください。和寒町のロゴをあしらった黒い箱が目

印です。」とＰＲ。

「一口食べると止まらなくなる『ペポナッツ』、鉄分や亜鉛がアーモンドの2倍あり、塩昆布とまぜた

り、細かく砕いて胡麻の代わりやふりかけとして、美味しく召し上がれます。」と食べ方も紹介し、購入を

呼びかけました。

　和寒町の情報を札幌の皆さんに向け発信し、都市と農村の交流人口拡大を図るため、札幌三角山放送
局で「月刊わっさむ」の放送をおこなっています。
　放送日は毎月第４火曜日午後２時～２時30分（30分間）です。

◆放送を聴くためには

■お問い合わせ：総務課まちづくり推進係（℡ 32-2421）

　放送を見たり聴いたりするためには、三角山放送局のHP（http://www.sankakuyama.co.jp）でご覧になれ

ます。また、過去の放送内容は、図書館で聴くことができます。

　札幌市内（西区周辺地域）でラジオ番組を聴くには、周波数FM76.2MHzに合わせてください。

札幌三角山放送局「月刊わっさむ」
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■「月刊わっさむ」５月26日　第51回放送　
輿
こし

水
みず

産業振興課参事が「ペポカボチャ」を活用した特産品を紹介

７月26日に開催された『わっさむ開村100周年記念　第13回どん

とこい！わっさむ夏まつり』をＰＲしました。

「イベントの目玉である、『カブト虫王国』は300円のチケット

で必ずとれるカブト虫の一本釣りが毎年子ども達に大人気。1,000

匹のカブト虫を用意しています。特賞でヘラクレスオオカブトのペ

アが当たるサマージャンボカブトくじもお楽しみに」と話され、

「塩狩太鼓やヨサコイ、フラダンス、チアリーディング、ジャグリ

ングやジャズバンドなどのステージショー、大抽選会、屋根付きの

休憩所でジンギスカンを楽しめます。今年の夏はぜひ和寒町にお越

ください。」と来町を呼びかけました。

■「月刊わっさむ」６月23日　第52回放送　商工会青年部長　白圡真太郎さんが出演

■「月刊わっさむ」７月28日　第53回放送
全日本玉入れ協会会長　袰田道悟さんが出演

９月６日開催の全日本玉入れ選手権について紹介。

「今年はわっさむ開村100周年と第20回目となる記念の大会です。

優勝賞金は倍増の100万円、その他の賞金もアップ、サプライズな賞

品も多数用意しています。」

「誰でも一度は経験のある『玉入れ』、100個の玉をいかに早くか

ごに入れるかを競うタイムトライアルとして生まれ変わったニュース

ポーツです。遠くは九州や関西からもチームを組み参加していただい

ていますので、まさに全日本選手権です。職場や地域、仲間同士でチ

ームを組み、ぜひご参加ください。お待ちしています。」と呼びかけ

ました。

広報わっさむ　平成27年９月号　梢10


